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第２０回ふくしま駅伝　泉崎村駅伝チームが村の部総合優勝の三連覇達成！
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第２０回ふくしま駅伝　ゼッケン「４６」泉崎駅伝チームが村の部３連覇

つないだ心のタスキ!チーム全員の熱い想いが感動を呼んだ
村の部総合優勝　泉崎村駅伝チーム

☆村の部前半優勝　後半の部第 2位　市町村総合第１5位☆
　

今
回
で
、
第
20
回
の
記
念
大
会
と
な
る

市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ

く
し
ま
駅
伝
）
が
16
日
、
51
市
町
村
が
参

加
し
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か

ら
福
島
市
の
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、
96
・

２
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
、
見
事
、
泉

崎
村
駅
伝
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
た
素
晴

ら
し
い
走
り
で
、
村
の
部
で
前
半
の
部
優

勝
（
１
区
〜
７
区
）、
後
半
の
部
第
２
位

（
８
区
〜
16
区
）
の
力
走
で
、
総
合
成
績

で
村
の
部
優
勝
（
３
連
覇
）
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
市
町
村
総
合
順
位
も
堂
々
の
15

位
の
好
成
績
で
し
た
。
ま
た
、
開
会
式
で

は
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
初
開
催
か
ら
今
回
で

20
年
連
続
出
場
と
な
っ
た
瀬
戸
隆
行
選
手

が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
と
し

て
又
は
指
導
者
と
し
て
村
駅
伝
チ
ー
ム
の

柱
と
な
り
活
躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
瀬
戸
選

手
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
連
覇
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る

中
、
選
手
一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
信
じ
、

仲
間
を
信
じ
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ
た
監

督
・
コ
ー
チ
・
保
護
者
の
為
に
と
素
晴
ら

し
い
力
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

小
雨
が
降
る
中
、
地
元
泉
崎
中
継
所
を
始

め
と
す
る
村
民
の
皆
様
の
大
応
援
が
、
選

手
全
員
の
励
み
・
力
と
な
り
、
今
回
の
村

の
部
３
連
覇
達
成
４
回
目
の
優
勝
の
快
挙

に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
泉
崎
村
駅

伝
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
早
朝
か
ら
の
練
習
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

来
年
も
村
民
に
感
動
と
元
気
を
与
え
る

熱
い
走
り
で
４
連
覇
目
指
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　選手の皆さん、一年間お疲れ様でした。
　保護者の皆様におかれましては、多大なるご理解とご協力
を下さり深く感謝いたします。
　また、泉崎村民の皆様、雨の降る中たくさんの方々に応援
を頂き、チーム一同心より感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。
　昨年の大会より村の部３連覇を目指し、遠征や合宿を積み
重ね、本大会まで日々努力してまいりました。その間、選手
たちは体力的にはもちろんのこと、精神的にもずいぶんとた
くましくなってくれたことを実感いたします。
　また、仲間のためチームのためそして故郷のため力をあわ
せて『心の襷をつなぐ』を今年のテーマとして掲げ、泉崎村
代表のチームとしての絆もより一層深まりました。
　そのテーマどおり、選手たちは村のため、仲間のために一
人ひとり精一杯タスキをつなぎ、村の部優勝３連覇という快
挙を成し遂げてくれました。特に女子選手の活躍ぶりには、
目を見張るものがありました。
『感動・感謝』という言葉に尽きる大会でした。

　みんなに支えられた20年出場です。本当にありがとうござい
ました。
　長距離をはじめたのは中学３年生の時、顧問の先生に『走っ
てみるか？』と誘われ興味本位でやってみました。高校から陸
上競技部に入り、㈶仙台市スポーツ振興事業団で市民マラソン
やスポーツ事業を担当していました。
　現在は泉崎村教育委員会に勤務。毎朝、泉崎中特設駅伝部を
指導しながら５㎞～８㎞一緒に走っています。
　ふくしま駅伝は高１から参加。
　当時（高校生）は、故障と怪我が多く、速くなりたい・強い
選手になりたい気持ちとは逆に故障や痛みに悩む日々でした…。
　故障に悩む自分にふくしま駅伝のスタッフの皆さんは『順位
は気にしなくて良い。みんなで助け合ってタスキを繋ごう～』
と温かく励ましてくれました。
　ふくしま駅伝を通して感じたことは、人の優しさ、人の至誠（ま
ごころ）、人の温かさ…効率や競争ばかり考えていた自分が大き
く変わった。
　理念は至誠惻怛（しせいそくだつ）。駅伝の走りを通じて教え
伝えていきたい。
　※古人や目上の人の教えを尊び、他人の痛みや悲しみを自分
のことのように痛み感じる。至誠（まごころ）を持って生きて
いくこと。

ふくしま駅伝連続20回出場の表彰者
泉崎村駅伝チーム主将
瀬　戸　隆　行

泉崎村駅伝チーム監督
田　崎　貴　紀

1区　渡辺智子選手
７回目の出場で３度目の受賞

３区　小松歩太選手
２回目の出場で２年連続の受賞

５区　岡部裕一選手
３回目の出場で初の受賞

　沿道からのたくさんの応援に後
押しされ、今年も村の部区間賞を
とることができたことをとても嬉
しく思っています。来年は総合で
区間賞を取りたいです！

　至誠惻怛（しせいそくだつ）の
精神のおかげで、強い気持ちで走
ることが出来ました。また、地元
での応援が力強く区間賞を取る事
が出来ました。

　初めてふくしま駅伝で、区間賞
をとれてとても嬉しいです。高校
最後にとてもいい思い出になりま
した。来年も走れれば走りたいで
す。

区間賞おめでとうございます

　　　広報

３　いずみざき

ふくしま駅伝村の部優勝までのレース経過

女子のエースが走る第１区、村の部
区間賞の走りでチームに勢いをつけ
た渡辺智子選手。

藤田敦史選手も走った第４区で粘り
の走りを見せた佐川佑磨選手。

前半の最終区間を安定した走りで締
めくくった７区の佐川信太郎選手。

今回で２０回連続出場を果
たした瀬戸隆行選手が全区
間最長コースの１０区を魂
の走りでタスキをつなぐ。

１１区の一般女子区間で中
学生の大森真美選手が前の
選手に喰らい付く素晴らし
い走りで力走。

社会人らしい堅実な走りを
みせた１２区の植田伸一選
手。

二本松市内のアップダウン
の激しいコースを力走した
１３区田崎陽介選手。

１区の流れをそのままに、強豪が揃
う長丁場の２区を力走する前田雅人
選手。

鳥見山陸上競技場を出発し村の部区
間賞の走りを見せた５区岡部裕一選
手。

選手全員の想いのこもったタスキを
掛け、力強くゴールテープを切った
アンカーの塩沢裕也選手。

地元泉崎中継所村民の大声援を受け、
村の部区間賞の素晴らしい走りを見
せた３区小松歩太選手。

前半の最長区間６区を堅実な走りで
つないだ井上健太選手。

村駅伝チームの田崎監督を始めコー
チの関谷さん、木野内体協副会長が
優勝報告に訪れました。

前 半 の 部

後 半 の 部
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泉崎村駅伝チームの皆さんからのコメント

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

補　
　

欠

補　
　

欠

補　
　

欠

補　
　

欠
兼子　侑大

（仙台育英高校１年 )
岡部　達匡

（学法石川高校１年）
佐々木　真理
（泉崎中２年 )

星　　明博
（泉崎中３年 )

田崎　貴成
（泉崎中３年 )

磯貝　郁未
（白河旭高校２年 )

３連覇おめでとうございます。力
になれませんでしたが、本当にう
れしいです。都大路で頑張ります。
４連覇目指して…仙台より応援し
ています。

今年も走ることが出来ず、優勝は
嬉しかったけど少し悔しさはあっ
たので、来年は自分も走って優勝
したい。

今年初めてふくしま駅伝に参加し
色々な事を学びました。来年は是
非走りたいと思います。

今の自分に足りないものを補っ
て、来年こそは走れるよう頑張り
たいです。

今回は補欠に回って走る事が出来
ませんでしたが、来年は走れるよ
うに今まで以上に練習を頑張りた
いです。

とてもいい経験をさせてもらいま
した。どうもありがとうございま
した。

監　

督

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

コ
ー
チ

コ
ー
チ

コ
ー
チ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

田崎　貴紀
（㈲タサキ印刷）

関谷　正文
（自営業）

近藤　桂章
（泉崎中教諭 )

中野目　雄基
（二本松郵便局）

関谷　　梓
（福島大学３年）

大塚　志穂
（郡山女子大２年 )

村民の皆さん雨の中の応援有難う
ございました。
チーム一丸となった走りで 3連
覇することが出来ました。
今後も感謝の心を忘れずがんばり
ます。

応援ありがとうございました。来
年も勝てる様に、これからも努力
していきたいと思います。

様々なトラブルがありましたが、
村民の願いと思いに応えることが
出来てホットしました。教え子達
の活躍に感動しました。ありがと
うございました。 

応援ありがとうございました。今
後も、４連覇出来るよう頑張りま
すので、応援お願い致します。

応援ありがとうございました。色
んな人に支えられていると改めて
実感しました。この感謝の気持ち
を持ってこの１年間過ごしていき
たいと思います。

今年もマネージャーとして参加さ
せていただき光栄です‼来年もマ
ネージャーとしてサポートさせて
いただきたいと思います。

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

岡部　礼悠
（泉崎中１年 )

沼田　優吾
（泉崎中１年 )

岡田　孝宏
（泉崎中１年）

田崎　一耶
（泉崎中２年 )

佐川　拓也
（泉崎中２年 )

兼子　太鶴
（泉崎中２年 )

来年は頑張って走っていきたいで
す。走れなかったらサポート頑張
ります。

今年初めての福島駅伝に参加した
ら優勝出来てとても嬉しかったで
す。あと、サポートはしっかり出
来て良かったです。

今年は初めてふくしま駅伝にサ
ポートとして参加して、とても不
安があったけど優勝出来て良かっ
たです。来年は選手として走りた
いです。

来年は走れるように頑張ります。 来年は区間を走って区間賞を取り
たいです。

今年は力が無くて走れなかったの
で、来年は力をつけて走れるよう
頑張ります。

６
区
8.３
㎞

５
区
6.4
㎞

４
区
7.3
㎞

３
区
5.8
㎞

２
区
8.2
㎞

１
区
4.0
㎞

井上　健太
（田村高校２年 )

岡部　裕一
（田村高校３年）

佐川　佑磨
( 田村高校１年 )

小松　歩太
( 泉崎中３年 )

前田　雅人
( 安積高校２年 )

渡辺　智子
( 新潟大学３年 )

今年は、いい走りができなかった
ので来年は区間賞目指してがんば
ります。

今年はしっかり走れました。区間
賞もとれたし、良かったです。もっ
とこれからも頑張りたいです。本
当にありがとうございました。

応援ありがとうございました。お
かげで村の部３連覇出来ました。
来年は、今年以上に成長し、チー
ムに貢献できるよう頑張ります。

地元での応援が力強く、おかげで
村の部区間賞を取る事が出来まし
た。ありがとうございました。

２区で９人に抜かれ、最後まで熱
い接戦に持ち込んでしまって反省
してます。雨の中、熱い応援あり
がとうございました。

みなさんからの大声援のおかげで
無事役目を果たすことが出来まし
た。来年も泉崎に貢献出来るよう、
１年間頑張ります。

補　
　

欠

補　
　

欠

16
区
8.4
㎞

15
区
3.4
㎞

14
区
5.７
㎞

13
区
4.８
㎞

箭内　進太郎
（田村高校２年 )

テリー・コルバート
( 村教育委員会）

塩澤　裕也
( 秋山錠剤㈱ )

小林　里沙
( 泉崎中３年 )

兼子　卓也
（田村高校３年 )

田崎　陽介
( 白河旭高校２年 )

今回ケガでチームの皆さんに迷惑
をかけてしまい申し訳ありません
でした。来年は、走りたいと思う
ので応援よろしくお願いします。

Thank you to everyone in Izumizaki 
for supporting the team and to 
Setosan for his excellent coaching.  
I am honored to be part of  this 
wonderful team

大会２ヶ月前から死ぬ気で練習
し、昨年よりもよい走りが出来ま
した。９９点です！来年もアン
カーを走れるよう１年間頑張り、
４連覇のゴールテープをきりま
す。

一斉スタートとなってしまい不安
でしたが、自分の走りが出来たの
で良かったと思います。ありがと
うございました！

３年振りの出場で凄く嬉しかった
です。しかし、区間賞を取れなかっ
たのが悔しかったです。来年も頑
張りまーす！ 

初福駅ということで、張り切って
いたのですが実際は足を引っ張る
ような走りをしてしまったのが悔
しかったです。この悔しさは、春
の高体連で晴らしたいと思いま
す。

12
区
7.0
㎞

11
区
3.9
㎞

10
区
9.2
㎞

９
区
3.０
㎞

８
区
5.4
㎞

７
区
5.4
㎞

植田　伸一
（秋山錠剤㈱ )

大森　真美
（泉崎中３年）

瀬戸　隆行
（村教育委員会 )

兼子　奈緒
（泉崎中２年 )

近藤　和輝
（泉崎中３年 )

佐川　信太郎
（泉崎中２年 )

村民の皆様の声援に背中を押され
走り切る事が出来ました。有難う
ございました。

今年で２回目の福島駅伝でした。去年
とは違う区間でしたが、自分の精一杯
の走りをすることが出来ました。今ま
で応援してくださった色々な人に感謝
の気持ちでいっぱいです。みなさん、
本当にありがとうございました。

至誠（まごころ）、みんなの心に感謝
致します。大切なことは①黙って努力
すること②思いをしっかり持つこと③
人に言わないこと。良いことはあとか
らやってくる！

初めて福島駅伝を走って、皆に迷
惑をかけずにタスキをつなぐ事が
出来たので良かったです。

今年は８区で区間賞を狙っていま
した。しかし区間３５位と大ブ
レーキをしてしまった。来年は頑
張りたいです。

今年は惜しくも２秒差で区間賞を
取れなかったので来年は頑張りた
いです。
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５　いずみざき

○平成２０年度泉崎横穴一般公開無事終了しました !! 
　今年３月に修復事業を完了し、４月より一般の方々への公
開を再開した泉崎横穴は、１０月１１日で全４回の一般公開
を完了しました。
　５月には、県内初の試みとなる「福島県装飾横穴墓一斉公開」
が実施され、泉崎横穴を含む４つの史跡で約１４００名が見
学に訪れました。泉崎横穴の一般公開実施 ( ４回５日間 ) によ
る見学者数は８３１名でした。このほか、学術目的や文化財
研修などによる団体視察も行われ、春の公開以降の総見学者
数は１２００名を越えました。
　一方で泉崎横穴の保存環境整備は継続的に続けられており
ます。泉崎横穴を常に良好な環境に保つには定期的な監視が
欠かせません。温湿度環境調査をはじめとした内外部の環境
調査、その結果にもとづいた定期メンテナンスの実施など、
様々な監視や保護を行い保存や公開の環境を維持・向上して
おります。景観などの外部環境整備には泉崎住民によるボラ
ンティア活動が大きな力となりました。こうした、取り組み
や保存体制が外部から高く評価をされ、多くの文化財保護関
係者より視察研修の要望が寄せられております。泉崎横穴の
保存と活用について今後とも住民の皆様のご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。

○泉崎横穴壁画ストーリーコンテスト受賞者決定 !! 

　泉崎横穴の修復事業完了と一般再公開を記念して泉崎横穴最大の特徴である壁画について、その解釈やス
トーリーを一般の皆様から募集しました。
　コンテストの特典として泉崎横穴の特別公開や参考資料の送付をしたところ多数の申込みが寄せられまし
た。優秀な作品については、秋の一般公開に併せて泉崎資料館で公開展示して一般来館者の方に審査投票して
頂きました。その結果、那須虹の学園の皆様を特別賞として決定いたしました。作品は生徒さんの共同作品か
ら先生や保護者の個別作品を含んでおり、個別で
の表彰を検討しましたがいずれも力作でそれぞれ
に得票があったことから、誠に勝手ながら団体で
の表彰決定とさせていただきました。以下、受賞
者は次のとおりです。受賞された方には、賞状と
記念品が送付されます。コンテストへのご参加、
本当にありがとうございました。
　なお、次号よりストーリーコンテスト受賞作品
やユニークな作品を広報誌で紹介いたします。お
楽しみに。

泉崎横穴ストーリーコンテスト受賞者
特　　別　　賞：那須虹の学園（団体）

長編部門優秀賞：西野三郎・血矢詩織さん（共同作）

　　　　　　　　作品名：「雷坊や」に聞いた壁画のなぞ

長編部門優秀賞：鈴木克宣・鈴木美乃里さん（共同作）

　　　　　　　　作品名：「泉崎星伝説物語」

短編部門優秀賞：牧野恵子さん

　　　　　　　　作品名：「イズミヒコ物語」

詩部門優秀賞：小針勝利さん

資料館・学校教育課だより～史跡泉崎横穴の今年～
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泉崎村人事行政の運営等に関する状況
　村政に対してより一層のご理解をいただくために、「泉崎村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
の規定に基づき、人事行政の運営等の状況についてお知らせします。
　（なお、ここに用いている数値は、平成20年４月１日現在の「地方公務員給与実態調査」および「地方公共
団体定員管理調査」などを基にしたものです。）

職員の任免及び職員数に関する状況１

  競　争　試　験
男　性 女　性 計

一般行政職 ０人 ０人 ０人
計 ０人 ０人 ０人

区　分 20歳
未満

20歳

～
23歳

24歳

～

27歳

28歳

～

31歳

32歳

～

35歳

36歳

～

39歳

40歳

～

43歳

44歳

～

47歳

48歳

～

51歳

52歳

～

56歳

56歳

～

59歳

60歳

～

以上
計

職員数 　　人
０

　　人
０

　　人
１

　　人
１０

　　人
２３

　　人
１５

　　人
９

　　人
１６

　　人
２８

　　人
１５

　　人
９

　　人
０

　　人
１２６

区　分
部　門

職　　員　　数 対　前　年
増　減　数 主 な 増 減 理 由

平成19年 平成20年

一般行政

議　　会 ２ ２ ０
総　　務 １７ １６ －１ 退職者不補充・県への派遣廃止
税　　務 ６ ５ －１ 職務内容整理による調整
労　　働 ０ ０ ０
農林水産 ６ ６ ０
商　　工 １ １ ０
土　　木 ３ ３ ０
民　　生 １６ １４ －２ 退職者不補充・職務内容整理による調整
衛　　生 ４ ４ ０
小　計 ５５ ５１ －４

特別行政
教　　育 ３２ ２８ －４ 退職者不補充・兼務による職員数の減
小　　計 ３２ ２８ －４

公営企業
等 会 計

病　　院 ３９ ３６ －３ 退職者不補充
水　　道 ２ １ －１ 退職者不補充・兼務による職員数の減
下 水 道 １ １ ０
そ の 他 ７ ９ ２ 職務内容整理による調整
小　計 ４９ ４７ －２

合　　計 １３６ １２６ －１０

定 年 退 職
勧 奨 退 職 ８人
普 通 退 職 １人
分 限 免 職
懲 戒 免 職
失      職
死 亡 退 職

計 ９人

（１）職員採用の状況（H19．4.1～H20．3.31）

（４）年齢別職員構成の状況 （20年４月１日現在）

（３）部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成20年４月１日現在）（単位：人）

（２）職員の退職の状況（H19．4.1～H20．3.31）
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職員の給与の状況2
１　総　　括
（１）人件費の状況　（普通会計決算）

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況　 （20年４月１日現在）

３　一般行政職の級別職員数等の状況
　　一般行政職の級別職員数　　　　　 （20年４月１日現在）

（２）職員給与費の状況　（普通会計予算）

（２）職員の初任給の状況　 （20年４月１日現在）

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （20年４月１日現在）

区　分
住民基本台帳人口
（年度末）

歳 出 額
Ａ

実質収支
人 件 費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
18年度の人件費率

19年度
Ｈ20．３．31
７，０１３人

　　　　　　　　千円
２，９４７，２９９

　　　　千円
３７，２３４

　　　　千円
７５０，８２９

　　　　％
２５．５

　　　　　　　％
１９．６

※人件費には、特別職に支給される報酬等も含まれています。
また、平成12年度から平成18年度まで財政再建計画により、退職手当負担金の積立てを履行延期してまいりましたが、平
成19年度より積立を再開したことにより、人件費が増加しております。

（注）　職員手当には退職手当を含まない。　

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間暦などのある場合にはそ
の期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

（注）１　泉崎村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）１　「平均給料月額」とは、平成20年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
２　「平均給与月額」とは、給与月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手
当の額を合計したものである。

区　分
職 員 数
Ａ

給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

19年度
　　　　人
７９

　　　　　千円
３１７，３４１

　　　　千円
２９，５８７

　　　　　千円
１３１，２９６

　　　　　千円
４７８，２２４

　　　　　千円
６，０５３

区　　　　分 泉　崎　村 福　島　県 国

一般行政職 大学卒 １７０，２００円 １８１，０００円 １７４，３００円
高校卒 １３８，４００円 １４６，３００円 １４１，９００円

技能労務職 甲 １５１，０００円 １５４，５５０円 ―
乙 １３５，６００円 １３９，２５０円 ―

区　　　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職 大学卒 ２６８，２００円 ３０４，７００円 ３３６，０００円
高校卒 ２０８，８００円 ２６０，５００円 ２９７，９００円

技能労務職 甲 ２０４，９００円 ２４６，３００円 ２７５，８００円
乙 １９２，０００円 ２２９，０００円 ２６２，０００円

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計
標準的な
職務内容

主　事
主任主事
主　事

主任主査
主　　査

課長補佐 課　長 参　事

職員数 ０人 ９人 ３１人 １５人 １１人 ０人 ６６人
構成比 ０％ １３．６％ ４７．０％ ２２．７％ １６．７％ ０％ １００％

区　　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

泉 崎 村 330,691 円 358,654 円 44.6 歳月 321,633 円 340,633 円 56.5 歳
国 325,113 円 387,506 円 41.1 歳月 － － －

福 島 県 346,200 円 417,421 円 43.05 歳月 361,800 円 409,143 円 50.04 歳
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４　職員の手当の状況（全職員）
（１）　期末手当・勤勉手当　　 （20年４月１日現在）

（２）退職手当　　　　 （20年４月１日現在）

泉　　　崎　　　村 福　　　島　　　県 国
一人当たりの平均支給額（１９年度）

１，４３５千円
一人当たりの平均支給額（１９年度）

１，８２８千円
―

（１９年度支給割合） （１９年度支給割合） （１９年度支給割合）

期末手当
２．９５月分

（１．５５）月分

勤勉手当
１．４５月分

（０．７５）月分

期末手当
２．９５月分
（１．６）月分

勤勉手当
１．５月分

（０．７５）月分

期末手当
３．０月分

（１．６５）月分

勤勉手当
１．５月分

（０．７５）月分
（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算
措置
・役職加算　５%～１５%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算
措置
・役職加算　５%～２０%
・管理職加算　１５%～２５%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算
措置
・役職加算　５%～２０%
・管理職加算　１０%～２５%

泉　　　崎　　　村 国
（支給率）
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

自己都合
２３．５０月分
３３．５０月分
４７．５０月分
５９．２８月分

勧奨・定年
３０．５５月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

（支給率）
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

自己都合
２３．５０月分
３３．５０月分
４７．５０月分
５９．２８月分

勧奨・定年
３０．５５月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

その他の加算措置　　定年前早期退職特別措置
２％～２０％加算

１人あたり平均支給額　　  ２１，０７９千円

その他の加算措置　　定年前早期退職特別措置
２％～２０％加算

（３）特殊勤務手当　　　　　 （20年４月１日現在）

（４）時間外勤務手当 （20年４月１日現在）

（５）その他の手当 （20年４月１日現在）

区　　　　　　　　　　分 全　　　　　職　　　　　種
支給実績（１９年度決算） ２，７５６千円　　
支給職員１人当たり平均支給年額（１９年度決算） １３１，２３８円　　
職員全体に占める手当支給職員の割合（１９年度） １５．６％　　
手 当 の 名 称 主な支給対象職員 主 な 支 給 対 象 業 務 左記職員に対する支給単価

放射線取扱手当 医　師 放射線を操作する業務 給料月額の100分の90以内
医学研究手当 医　師 職務に関連した医学又は公衆衛生関係業務 給料月額の100分の90以内
院長手当 病院長 院長の業務 月額　２５０，０００円
交代制夜間業務に
従事する職員手当

看護師
勤務を深夜（午後１０時から翌日午前５時ま
で）において行う業務

日額　２，６００円

（注）退職手当の１人あたり平均支給額は、前年度に退職した前職種に係る職員に支給された平均額である。

※時間外手当には選挙の際の時間外手当も含む。
１９年度 支給実績 ９，５５０千円

職員１人あたり平均支給年額 ７０，７４１円

区　　分 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と異なる内容 支給実績
（1９年度決算）

支給職員１人あた
り平均支給年額
（1９年度決算）

扶養手当

▶配偶者　13,000円
▶配偶者以外扶養親族１人につき6,000円
▶配偶者のない職員の扶養親族のうち１人
　11,000円
▶満１６歳の年度初めから満２２歳の年度
末までの子１人につき5,000円加算

同 ― １６，８３７千円 ２０７，８６４円
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住居手当

▶自ら居住するための住宅を借り受け、月
　額９，５００円を超える家賃を支払って
　いる職員（借家・借間）
　100円～27,000円
▶その所有に係る住宅に居住している職員
　で世帯主であるもの2,500円
　新築・購入から5年経過していないもの　
　3,500円

異

▶自ら居住するため
　の住宅を借り受け、
　月額12,000円を超
　える家賃を支払っ
　ている職員（借家・
　借間）
　100円～27,000円
▶その所有に係る住
　宅で新築・購入から
　5年を経過後も
　2,500円

３，８０４千円 ７０，４４４円

通勤手当

▶交通用具（車等）利用者通勤距離に応じて
　2,500円～48,400円
▶交通機関等利用者
　（支給単位期間の運賃等の額の合計額を
　月数で除して得た額が58,000円を超える
　時は 58,000円との差額の 2 分の 1を
　　58,000円に加算した額）

異

▶交通用具（車等）　
利用者
　通勤距離に応じて
　2,000円～24,500円
▶交通機関等利用者
　運賃等相当額が
　55,000円以下につ
　いては運賃等相当額

８，２１４千円 ７７，４９１円

管 理 職
手   　 当

▶参事　　　　　      6級1種　42,600円
▶総務課長　　　      5級1種　39,600円
▶その他の課長　      5級2種　31,800円
（定額制）

異
一般行政職の場合
４級５種 45,400円～
10 級１種 139,300円

５，００３千円 ３８４，８４６円

寒 冷 地
手　　当

▶扶養親族を有する世帯主である職員　　
　　　　　　　　　　　　　 17,800円　
▶その他の世帯主である職員　10,200円
▶その他の職員　　　　　　　 7,360円

同 ― ７，７３８千円 ６０，４５３円

宿 日 直
手　　当

▶一般の宿直
　平日　4,500円　  土曜宿直　 6,750円
▶医師の当直
　平日　15,000円　  土曜宿直　22,500円

異

▶一般の宿直
　平日　　　 4,200円
　土曜宿直 6,300円
▶医師の当直
　平日　    20,000円
　土曜宿直 30,000円

１，５４６千円 １９３，２５０円

夜間勤務
手　　当

　正規の勤務時間として、午後10時から翌
日 5時までの間に勤務した職員に対して支
給勤務した全時間に対し、勤務１時間当た
りの給与額の 25/100 の額

同 ― ３，５４３千円 １６８，７１４円

区　　　　　分 給料月額等

給　　料
村　　　長
副　村　長
教　育　長

704,000円
531,000円
481,500円

報　　酬
議　　　長
副　議　長
議　　　員

280,000円
225,000円
203,000円

期末手当

村　　　長
副　村　長
教　育　長

（支給割合）
６月期1.60月分
12月期1.70月分
 計   3.30月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

退職手当
村　　　長
副　村　長
教　育　長

任期毎在職月方式
４８/１００
２９/１００
２０/１００

５　特別職の報酬等の状況　
（20年４月１日現在）

６　年次休暇の種類

８　公平委員会に係る業務の状況

７　職員の服務の状況　

○年次休暇　○病気休暇　○介護休暇　○育児休暇
○特別休暇（産前、産後休暇、育児時間休暇、子の看護休暇、結婚休暇、忌引
休暇、ドナー休暇、夏季休暇、配偶者及び子並びに父母の祭日休暇、災害又
は交通機関の事故等による休暇、公民権行使ための休暇、公の職務執行の
ための休暇など）

　○勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　該当なし
　○不利益処分に関する不服申立ての状況　　　該当なし

地方公務員法に全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤
務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければ
ならないと規定されており、次のような職務上の義務があります。
　○法令等及び上司の職務上命令に従う義務
　○信用失墜行為の禁止　　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限   　　○争議行為等の禁止
　○営利企業等の従事制限
　※昨年度、服務義務違反者により処罰された事件はありませんでした。
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賞 部  門 所 属 氏　名 賞 部  門 所 属 氏　名 賞 部  門 所 属 氏　名
村 長 賞 絵　画 幼稚園 やまもとあやの 教育長賞 習　字 中学校 鈴木　那奈 福島民報社賞 絵　画 一小 本柳　礼雄
〃 〃 一小 溝口　智輝 〃 高齢者 村老連 関根　スミ 〃 〃 二小 鈴木　萌香
〃 〃 二小 芳賀　拓海 〃 菊　花 愛好会 木村　定夫 〃 〃 中学校 近藤　和輝
〃 〃 中学校 佐藤　妃奈 〃 山野草 〃 浦山　ヤイ 〃 習　字 一小 小針　慶大
〃 習　字 一小 直井　葉月 文化協会長賞 絵　画 幼稚園 こやまいぶき 〃 〃 二小 菊地　航平
〃 〃 二小 緑川　　遼 〃 〃 一小 佐々木陽菜 〃 〃 中学校 箭内　真理
〃 〃 中学校 小林　知香 〃 〃 二小 行武　凪沙 〃 菊　花 愛好会 井上　邦孝
〃 高齢者 村老連 鈴木　重夫 〃 〃 中学校 鈴木麻里子 〃 山野草 〃 菊地　忠幸
〃 菊　花 愛好会 緑河　正喜 〃 習　字 一小 佐々木　伸 福島民友新聞社賞 絵　画 幼稚園 おかべゆう
〃 山野草 〃 渡部　芳郎 〃 〃 二小 田崎ななみ 〃 〃 一小 長久保　南

議会議長賞 絵　画 幼稚園 よしだゆうま 〃 〃 中学校 菊地　　崇 〃 〃 二小 菊地　航平
〃 〃 一小 木野内　彩佳 〃 高齢者 村老連 大森　芳子 〃 〃 中学校 田﨑　　凌
〃 〃 二小 板敷　真奈 〃 菊　花 愛好会 小針　晶一 〃 習　字 一小 井戸沼真椰
〃 〃 中学校 田﨑　千春 〃 山野草 〃 齋藤　吉己 〃 〃 二小 柳沼　絢乃
〃 習　字 一小 佐藤　周平 〃 特別賞 ケアハウス泉崎 〃 〃 中学校 武田早枝美
〃 〃 二小 佐藤　智貴 〃 〃 障害者支援センター 〃 菊　花 愛好会 岡部　義光
〃 〃 中学校 福地かえで 商工会長賞 絵　画 幼稚園 きくちみずき 〃 山野草 〃 佐藤　イチ
〃 高齢者 村老連 瀬戸　春子 〃 〃 一小 吉田絵梨香 菊花愛好会長賞 菊　花 愛好会 藤田　博二
〃 菊　花 愛好会 緑河美枝子 〃 〃 二小 井戸沼賢吾 山野草愛好会長賞 山野草 〃 田﨑　和男
〃 山野草 〃 久保木ハルノ 〃 〃 中学校 清水　伽奈 日赤県支部長賞 高齢者 村老連 長榮　清子

教育長賞 絵　画 幼稚園 きくちゆうな 〃 習　字 一小 古澤　愛華 日赤県南地区長賞 〃 〃 小林多美子
〃 〃 一小 鈴木　梨沙 〃 〃 二小 穂積沙也花 県老連会長賞 〃 〃 金子悠紀子
〃 〃 二小 大石　碩人 〃 〃 中学校 齋藤　雅哉 郡老 連 会 長 賞 〃 〃 秋山　節子
〃 〃 中学校 田崎　苑恵 〃 菊　花 愛好会 田崎わくり 村老連会長賞 〃 〃 小針ミツエ
〃 習　字 一小 溝口　英輝 〃 山野草 〃 石塚チイ子 辺見フォト賞 〃 〃 田﨑久良夫
〃 〃 二小 鈴木　智也 福島民報社賞 絵　画 幼稚園 こばやししんすけ

村民文化祭　特別賞受賞者

　

11
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
の
２
日
間
、
泉
崎
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
第
35
回
村
民
文
化
祭
は
、
村
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

皆
様
に
参
加
、
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
健
康
福
祉
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、
体
力
測
定
、

血
圧
相
談
等
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

村
民
文
化
祭
の
開
催
に
当
り
ま
し
て
、
山
野
草
会
、
菊
花
愛
好
会
、
盆
栽
会
、

村
老
連
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
泉
崎
、
こ
こ
ろ

ん
及
び
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
出
品
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
な
ど
、
多
く
の
出

し
物
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
各
種
団
体
の
皆
様
方
に
も
多
大
な
る
御

尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

数多くのすばらしい作品が会場に寄せられ、また、リサイクルバ
ザーなども行われ大賑わいでした。

今年から同時開催された
健康まつりコーナー

数々の力作が出展された
展示のコーナー

第 ３ 5 回 村 民 文 化 祭

　　　広報
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11
月
２
日
㈰
に
、「
第
３
回
産
業

収
穫
祭
」
が
泉
崎
村
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
中
華
太

極
拳
愛
好
会
泉
崎
ク
ラ
ブ
の
「
入
門

太
極
拳
」
で
幕
が
開
き
、
四
季
彩
舞

に
よ
るY

O
SA
K
O
I

踊
り
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
極
真
空
手
門
馬
道
場
の
基
本

稽
古
・
型
、
民
族
舞
踊
、
大
道
芸
な

ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
そ

ば
の
早
食
い
大
会
・
南
会
津
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
な
ど
も
行
わ
れ
、
最
後
に

ス
プ
リ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
ド
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
演
奏
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

 

出
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
牛
肉
の
串
焼

き
、
十
割
手
打
ち
そ
ば
、
と
ん
汁
な

ど
格
安
で
提
供
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々

の
お
腹
を
満
足
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
の
他
に
も
、
天
然
酵
母
パ
ン
や
自

然
薯
、
新
鮮
野
菜
な
ど
の
即
売
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
一
日
中
、
大

勢
の
人
の
熱
気
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

四季彩舞によるＹＯＳＡＫＯＩ

中華太極拳愛好会泉崎クラブの「入門太極拳」

泉崎村フラダンス「月の夜は」

極真会館門馬道場「基本稽古・型」

大道芸（お笑いパフォーマンス） 出店のコーナーでは、おいしそうな匂いが漂っていました！

ゲーム大会（南会津ウルトラクイズ）

スプリング・ウィンド・アンサンブルの演奏

大道芸（風船芸）

第 3 回 産 業 収 穫 祭
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コールいずみの息の合った合唱
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Monthly  Topics  
11/111/1　

11
月
１
日
㈯
に
泉
崎
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
泉
崎
村
音
楽
祭

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
で
は
、
一
小
太
鼓
ク
ラ

ブ
の
迫
力
あ
る
ぶ
ち
あ
わ
せ
太
鼓

と
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
演
技
、
コ
ー

ル
い
ず
み
の
合
唱
、
幼
稚
園
の
リ

ズ
ム
、
中
学
校
合
唱
部
の
合
唱
、

二
小
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、

ス
プ
リ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
演
奏
、
な
ど
が
次
々
と

披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
素
晴
ら

し
い
演
技
・
演
奏
に
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一小和太鼓クラブの迫力ある「ぶちあわせ太鼓」

一小みんなの心を一つにした「マーチングバンド」

二小の力強い「よさこいソーラン踊り」

泉崎幼稚園の可愛らしい「リズム」

中学校合唱部の美しいハーモニー

スプリング・ウィンド・アンサンブルの素晴らしい演奏

　　　広報
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11/1311/13　

11
月
13
日
㈭
に
中
央
公
民
館

に
お
い
て
泉
崎
村
功
労
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
善
行
功
労
者
表

彰
と
し
て
株
式
会
社
朝
日
ラ

バ
ー
代
表
取
締
役
会
長
伊
藤
巖

氏
、
株
式
会
社
コ
ラ
ボ
・
ウ
エ

イ
ス
ト
代
表
取
締
役
鈴
木
宏
和

氏
、
郷
幸
男
氏
、
嶋
津
島
夫
氏

の
４
名
の
方
々
に
村
長
よ
り
記

念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
第
35
回
村
民
文
化
祭
」、「
平
成
20
年
度
花

い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
各
表
彰
式

が
、
11
月
13
日
㈭
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

受
賞
者
に
賞
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
村
民
文
化
祭
の
受
賞
者
は
、
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

特　

選　

踏
瀬
老
人
ク
ラ
ブ

金　

賞　

太
田
川
花
の
会

　

〃　
　

外
ノ
入
・
中
ノ
内
自
治
組
合

　

〃　
　

八
雲
会

銀　

賞　

天
王
台
自
治
組
合

　

〃　
　

関
和
久
宿
老
人
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

三
瓶　

清

銅　

賞　

遊
友
湯
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

〃　
　

泉
崎
東
団
地

　

〃　
　

泉
崎
第
二
小
学
校

　

〃　
　

泉
崎
村
保
育
所

　

〃　
　

泉
崎
第
一
小
学
校

　

〃　
　

宿
舘
老
人
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

愛
宕
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

北
平
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

泉
崎
村
児
童
館

　

〃　
　

瀬
上
・
花
愛
好
会

　

〃　
　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
泉
崎

　

〃　
　

㈱
佐
野
製
作
所

　

〃　
　

泉
崎
村
立
病
院

　

〃　
　

泉
崎
村
中
央
公
民
館

　

〃　
　

瀬
知
房
老
人
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

泉
崎
中
学
校

　

〃　
　

堂
ノ
下
・
花
を
愛
す
る
会

　

〃　
　

泉
崎
・
中
島
分
署

　

〃　
　

南
栄
自
治
組
合

　

〃　
　

泉
崎
幼
稚
園

　

〃　
　

桎
内
自
治
組
合

　

〃　
　

八
丸
自
治
組
合

特
別
賞　

根
っ
子
の
会

　

〃　
　

太
田
川
老
人
ク
ラ
ブ

11/1311/13

＊
こ
の
表
彰
は
、
村
の
表
彰
条
例

に
基
づ
く
も
の
で
、
村
に
対
す
る

寄
付
功
労
に
よ
る
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
花
い
っ
ぱ
い

運
動
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

文
化
祭
の
表
彰
式

花
い
っ
ぱ
い
の
表
彰
式
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い
ち
ょ
う
の
会
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な

り
ま
し
た
新
そ
ば
祭
り
を
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス

泉
崎
」
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
10
名
の
い
ち
ょ
う
の
会
会
員

が
12
㎏
の
そ
ば
を
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
見

守
る
中
、
十
割
そ
ば
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

出
来
た
て
の
そ
ば
を
食
べ
た
入
所
者
、
職

員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
大
変
お
い
し
く
食

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

い
ち
ょ
う
の
会
の
皆
さ
ん
、
寒
い
中
誠

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

白
河
だ
る
ま
総
本
舗
・
渡
辺
だ
る
ま

店
の
渡
辺
守
栄
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、

白
河
だ
る
ま
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た

後
、
だ
る
ま
の
絵
柄
、
描
き
順
に
つ
い

て
丁
寧
に
指
導
し
、
こ
ど
も
達
に
た
っ

た
一
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
る
ま

を
描
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
色
づ
け
を
し
た
だ
る
ま
に
、

自
分
の
抱
負
や
願
い
事
を
書
き
入
れ
、

個
性
あ
る
福
々
し
い
だ
る
ま
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
第
５
回
親
子
教

室
「
た
き
火
で
焼
き
芋
体
験
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
講
師
の
遠
藤
秀
光
さ
ん
と

門
馬
克
明
さ
ん
の
指
導
の
下
、
初
め
て
の
た
き

火
で
焼
き
芋
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

た
き
火
は
、
子
供
た
ち
が
集
め
た
落
ち
葉
と

剪
定
し
た
枝
を
燃
や
し
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
と
ウ
ィ

ン
ナ
ー
を
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
炎
に
マ
シ
ュ

マ
ロ
を
近
づ
け
過
ぎ
て
真
っ
黒
に
し
て
し
ま
う

方
も
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
焼
い

て
い
ま
し
た
。

　

焼
き
芋
は
、
炎
が
落
ち
着
き
お
き
火
に
な
っ

た
と
こ
ろ
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
く
る
ん
だ
さ
つ

ま
芋
を
入
れ
て
40
分
ほ
ど
で
完
成
。
ほ
の
か
に

立
ち
上
が
る
芳
ば
し
い
香
り
と
ホ
ク
ホ
ク
の
食

感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
５
回
盆
栽
教
室
を
中
央
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
教
室
は
、
㈲
峯
松
園

の
遠
藤
賢
次
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
村

内
の
愛
好
者
５
人
が
参
加
し
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
消
毒
の
仕
方
や
こ
れ
か
ら

の
時
期
に
行
う
作
業
に
つ
い
て
の
講
義

の
後
、
参
加
者
の
盆
栽
を
教
材
と
し
て
、

剪
定
と
針
金
か
け
の
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
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平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
「
裁
判
員
制
度
」
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
が
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

福
島
地
方
検
察
庁
総
務
課
長
の
望
月
克

彦
氏
が
講
師
を
務
め
、
制
度
の
内
容
に
つ

い
て
ビ
デ
オ
上
映
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

易
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

裁
判
員
制
度
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

泉
崎
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
が

主
催
す
る
「
第
15
回
泉
崎
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
村
内
の
愛
好
者
42
名
の
参
加
の

下
、
八
雲
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部　

①
瀬
知
房
チ
ー
ム
②
八
雲

チ
ー
ム
③
宿
舘
チ
ー
ム

男
子
の
部　

①
田
崎
久
良
夫
さ
ん
②
酒
井

一
夫
さ
ん
③
久
保
木
彰
さ
ん

女
子
の
部　

①
小
林
貞
子
さ
ん
②
田
崎
ハ

ル
エ
さ
ん
③
小
林
信
子
さ
ん

　

小
学
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

が
10
月
19
日
、
25
日
に
開
催
さ
れ
、
泉
崎

バ
レ
ー
ス
ポ
少
は
、
25
日
に
行
わ
れ
た
予

選
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
な
め
つ
、
御
舘
、
岩
江
」

に
全
勝
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

を
決
め
ま
し
た
。
翌
日
に
行
わ
れ
た
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
一
回
戦
飯
豊
、
二

回
戦
芳
賀
に
勝
ち
、
ベ
ス
ト
４
で
見
事
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
行
健
に
惜
し
く
も
敗
れ

目
標
と
す
る
決
勝
進
出
は
逃
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
は
11
月
29
日
・
30
日
福
島
あ
ず

ま
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
泉

崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
に
大
き
な
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

泉
崎
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
よ
り
、

活
動
資
金
の
一
部
と
し
て
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、
村
民
文
化
祭
で
行
っ

た
福
祉
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
収
益
金

の
一
部
で
、
会
長
の
赤
沼
ア
ヤ
子
さ
ん
、

副
会
長
の
成
澤
綾
子
さ
ん
、
瀬
戸
幸
子

さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
小
林
日
出
夫
会
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

毎
年
、
ご
好
意
の
ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



広報

いずみざき　16

10/2810/28

11/511/5

11/1511/15

!

　

中
島
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に

お
い
て
、
今
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
の
芸
能
発
表
会
に
、
泉
崎
村

か
ら
９
団
体
、
66
名
が
出
演
し
、
郷
土
芸

能
（
梅
若
唄
念
仏
踊
り
な
ど
）、
社
交
ダ

ン
ス
、歌
謡
、舞
踊
、ハ
ー
モ
ニ
カ
と
コ
ー

ラ
ス
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
種
目

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
最
後
に
は
泉
崎
村
の
郷
土
芸

能
で
あ
る
峠
節
を
披
露
し
ま
し
た
。
踊
り

の
輪
は
ス
テ
ー
ジ
上
だ
け
で
な
く
観
客
席

に
ま
で
広
が
り
、
泉
崎
村
の
参
加
者
の
ほ

か
他
町
村
の
方
々
も
踊
り
に
加
わ
っ
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
人
口
の
増
加
と
村
の
増
々
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
第
３
子
以

上
の
出
生
児
を
祝
福
し
、
お
子
様
の
健

全
で
健
や
か
な
成
長
を
願
い
出
産
祝
品

を
お
贈
り
す
る
出
産
祝
贈
呈
式
を
11
月

５
日
役
場
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
９

月
30
日
ま
で
に
第
３
子
以
上
の
お
子
様

が
生
ま
れ
た
、
９
組
の
ご
家
庭
が
対
象

で
、
村
の
公
金
の
支
払
い
や
、
村
内
の

加
盟
店
で
利
用
で
き
る
商
品
券
『
出
産

祝
券
』
と
村
内
在
住
の
芸
術
家
「
村
上

勝
美
」
さ
ん
の
リ
ト
グ
ラ
フ
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

村
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
妊
婦
健
康

診
査
（
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票
記

載
検
査
）
の
公
費
負
担
の
回
数
を
増
や

し
、
村
内
の
妊
婦
全
員
が
15
回
ま
で
無

料
で
妊
婦
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
に
関
す
る
健
診
や
相
談
、

家
庭
訪
問
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
育
児

ク
ラ
ブ
）
等
も
行
っ
て
お
り
、
子
育
て

支
援
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

泉
崎
村
消
防
団
員
と
泉
崎
中
島
分
署
合
同
の

防
御
訓
練
が
11
月
15
日
㈯
に
太
田
川
地
区
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
太
田
川
地
区
の
住
宅
か
ら
火
災
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
消
防
ポ
ン
プ
車
等
10

台
に
よ
り
、
中
継
送
水
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
後
に
は
泉
崎
中
島
分
署
よ
り
地

元
住
民
の
皆
様
を
対
象
に
消
火
器
の
取
扱
い
方

や
実
際
に
消
化
器
を
使
っ
て
消
火
実
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

寒
い
季
節
に
入
り
、
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
児　
（
父
・
母
）

　

古
澤　

大た
い

河が

く
ん　
　
（
由
次
・
ま
さ
美
）

　

円
谷　

由ゆ

依い

ち
ゃ
ん　
（
輝
彦
・
夕
子
）

　

浅
野　

可か

子こ

ち
ゃ
ん　
（
英
之
・
則
子
）

　

近
藤　

央お
う

河が

く
ん　
　
（
英
樹
・
由
紀
子
）

　

緑
河　

琉る

生い

く
ん　
　
（
清
一
・
美
保
）

　

吉
田　

心こ
こ

音ね

ち
ゃ
ん　
（
健
一
・
育
子
）

　

渡
邉　

悠ゆ
う

陽ひ

ち
ゃ
ん　
（
利
一
・
伸
子
）

　

髙
久　

怜れ
い

花か

ち
ゃ
ん　
（
順
一
・
友
子
）

　

中
野
目
汐し

璃お
り

ち
ゃ
ん　
（
誠
・
加
奈
子
）

　　　広報
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役
場
議
場
に
お
い
て
、「
平
成
20
年
度

献
血
団
体
に
対
す
る
有
功
章
等
の
伝
達

式
」
が
行
な
わ
れ
、
村
内
に
あ
る
企
業
６

社
に
対
し
、
感
謝
状
、
有
功
章
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
枠
感
謝
状
の
表
彰
は
、
10
月

24
日
㈮
、
会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
健
康
ふ
く
し
ま
21

推
進
県
民
大
会
」
に
お
い
て
行
わ
れ
、
日

精
㈱
福
島
工
場
が
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
生
命
の
維
持
に
か
か
せ
な
い

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
皆
様
の
献
血
へ
の
ご
協
力
に
よ
り

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
社
と
も
、
村
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
積

極
的
に
献
血
へ
の
ご
理
解
を
示
し
て
く
だ

さ
り
、
多
く
の
職
員
の
皆
様
方
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
受
賞
さ
れ

た
各
企
業
、
従
業
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

受　

賞　

団　

体

銀
枠
感
謝
状　

東
京
ゴ
ム
製
品
工
業

㈱
福
島
工
場
様

銀
枠
感
謝
状　

㈱
ウ
ェ
ー
ブ
ク
レ
ス

ト
福
島
工
場
様

銀
色
有
功
章　

福
島
岩
通
㈱
泉
崎
工

場
様

銀
色
有
功
章　

㈱
朝
日
ラ
バ
ー
福
島

工
場
様

銀
色
有
功
章　

明
星
電
気
㈱
白
河
工

場
様

銀
色
有
功
章　

㈱
佐
野
製
作
所
福
島

工
場
様

金
枠
感
謝
状　

日
精
㈱
福
島
工
場
様

　
　
　
　
　
　
（
健
康
ふ
く
し
ま
21

推
進
県
民
大
会
で
受

賞
）

　

平
成
20
年
度
村
民
文
化
祭
の
一
環

と
し
て
泉
崎
村
芸
能
発
表
会
が
、
村

中
央
公
民
館
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
泉
崎

村
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
が
主
催
。

　

村
内
の
愛
好
会
や
文
化
ク
ラ
ブ
な

ど
が
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
、

舞
踊
な
ど
80
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
熱
演

し
、
会
場
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
特
別
出
演

の
鈴
石
甚
吉
さ
ん
と
田
崎
ヨ
シ
さ
ん

の
「
麦
畑
」
は
、
若
々
し
い
歌
声
を

響
か
せ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
ア
ッ
ハ
ハ
！
」
と
笑
い
声
が
飛
び
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
リ
に
は
村

の
民
俗
芸
能
「
峠
節
」
を
皆
で
踊
り

ま
し
た
。

　

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
お

楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
で
き
ま

し
た
。

銀枠感謝状、銀色有功章を受賞された企業
の皆様

金枠感謝状を受賞された日精㈱
福島工場様
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11
月
15
日
㈯
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
合

わ
せ
て
50
名
で
、「
ｅ
―

村
民
」
そ
ば
打

ち
体
験
交
流
会
が
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
８
月
に
天
王
台
そ
ば
同
好
会
の

皆
さ
ん
が
天
王
台
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
で

種
蒔
き
を
行
い
、
10
月
下
旬
に
収
穫
し

た
実
を
使
っ
て
の
体
験
で
し
た
。

　

参
加
者
は
５
班
に
分
か
れ
、
講
師
の

泉
崎
村
そ
ば
会
藤
原
邦
男
さ
ん
と
稲
本

和
也
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
一
つ
一
つ

の
工
程
を
確
認
し
な
が
ら
そ
ば
打
ち
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ご
指
導
の
お
陰
で
と

て
も
美
味
し
い
そ
ば
が
で
き
あ
が
り
、

「
挽
き
た
て
」「
打
ち
た
て
」「
茹
で
た
て
」

の
新
そ
ば
に
、
舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し

た
。

　

11
月
７
日
㈮
泉
崎
カ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
新
た
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
住
宅
団
地
販
売
奨
励
金
制
度「
住

宅
ロ
ー
ン
ス
ー
パ
ー
サ
ポ
ー
ト
１
２
３

奨
励
金
」
の
第
１
号
の
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日

以
降
に
分
譲
地
を
購
入
、
25
年
以
上
の

ロ
ー
ン
を
設
定
し
た
人
が
対
象
で
返
済

開
始
日
か
ら
15
年
間
分
の
利
子
相
当
額

に
つ
い
て
２
６
０
万
円
を
限
度
に
交
付

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、
同
制
度
の
第
１
号
の
奨
励
金

を
交
付
さ
れ
ま
し
た
I
さ
ん
か
ら
は
、

奨
励
金
は
「
車
の
ロ
ー
ン
と
家
具
の
購

入
に
使
い
た
い
」
と
喜
び
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

購
入
の
決
め
手
に
つ
い
て
は
、
自
然

環
境
が
良
く
、
駅
に
も
近
い
こ
と
。
そ

し
て
子
供
が
い
る
I
さ
ん
ご
家
族
に

と
っ
て
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
等
の
使

用
料
が
安
く
、
小
・
中
学
校
も
近
い
な

ど
の
子
育
て
環
境
の
充
実
し
て
い
る
点

が
と
て
も
良
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

村
で
は
、
若
年
層
の
方
を
始
め
移
住

さ
れ
る
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

対 象 者

泉崎村が分譲する天王台ニュータウン及び都
橋住宅団地の土地を平成20年7 月 1 日以降
に購入し、土地及び建物について25年以上の
ローンを設定した方。

奨励金額

借入額に対し、元利均等償還方式の年利
1.23% の利子相当分を、返済開始日から 15
年間分について、260 万円を限度に一括交付
する。なお、奨励金の使途は問いません。

住宅ローンスーパーサポート１２３奨励金制度

講師の実演を熱心に見学しました

耳たぶくらいの硬さにまとまるま
でもみ込みます

厚さが均等になるようにのしてい
きます

打ち立ての新そばを美味しくいた
だきました
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11/211/2
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住
宅
建
築
で
の
使
用
や
木
材
活
用
の
参

考
な
ど
、
人
と
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
間

伐
材
の
利
用
を
目
的
と
し
、
県
産
材
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
福
島
県
森
林
環
境
交
付
金

事
業
に
よ
り
県
産
間
伐
材
（
ス
ギ
）
を
使

用
し
た
、
あ
ず
ま
屋
を
泉
崎
墓
地
公
苑
内

（
関
和
久
字
木
ノ
内
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
際
に
は
、
皆
様
ぜ
ひ
ご
利
用
下

さ
い
。

　

さ
つ
き
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、

第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
老
若
男
女
、
個
人

団
体
が
自
由
に
参
加
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
、

健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
と
生
き
生
き

と
し
た
人
間
関
係
の
育
成
を
図
る
の
が
目

的
で
す
。

　

競
技
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
輪
投
げ
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
秋
晴

れ
の
下
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

村
内
（
八
雲
神
社
在
住
）
の
高
橋
良
太

く
ん
（
二
小
６
年
）
が
所
属
す
る
須
賀
川

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
が
、
10
月
に
山
形
県
で
開

催
さ
れ
た
第
30
回
㈶
全
日
本
リ
ト
ル
野
球

協
会
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
北
連
盟
秋
季
新
人

東
北
大
会
で
第
３
位
と
な
り
、
来
年
３
月

に
大
阪
京
セ
ラ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
全

国
選
抜
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
で
も
、
頑
張
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

　

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
に
よ
り
美
化
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、「
日
頃
、
中
央
公
民

館
を
利
用
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
中
央

公
民
館
周
辺
の
落
ち
葉
は
き
の
作
業
に

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
20
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
の
皆
さ
ん

は
、
い
つ
も
中
央
公
民
館
を
気
持
ち
よ

く
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
毎
年
自

主
的
に
美
化
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
長
時
間
に
渡
り
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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○
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
白
河
館
）

　

ま
ほ
ろ
ん

　

☎
21
―

０
７
０
０

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

心
配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て

い
る
方
の
た
め
に
心
配
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

　

ン
タ
ー

○
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

大
森
光
子
・
菊
地
美
津
子

○
問
い
合
わ
せ
先

　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
54
―

１
５
５
５

○
日
時　

12
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

　

ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員　

小
林
敏
明

　

泉
崎
字
谷
地
久
保
50
―
42

○
問
い
合
わ
せ
先　

村
総
務
課

　

☎
53
―

２
１
１
１

○
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

　
（
４
年
生
以
下
は
保
護
者
要
）

○
募
集
人
数　

20
名
（
先
着
順
）

○
材
料
費　

ニ
百
円

○
募
集
締
切
日　

12
月
５
日
㈮

土
器
づ
く
り
上
級
編

○
日
時

①
１
月
17･

18
日
（
土･

日
）　

②
１
月
24･

25
日
（
土･

日
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
参
加
対
象　

中
学
生
以
上

○
募
集
人
員　

10
名
（
先
着
順
）

○
材
料
費　

粘
土
１
㎏
百
円

○
募
集
締
切
日　

１
月
９
日
㈮

〜
イ
ベ
ン
ト
〜　

第
５
回
双
六
大
会

○
日
時　

１
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

○
募
集
人
数　

20
名
（
先
着
順
）

○
募
集
締
切
日　

１
月
６
日
㈫

餅
つ
き
大
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ベ
ン
ト

○
日
時　

12
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

○
餅
つ
き
時
間

①
午
前
11
時
30
分　

②
正
午　

③
午
後
１
時

※
ま
ほ
ろ
ん
餅
つ
き
大
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
が
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
‼
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
是
非
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

取
替
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配

達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達

員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か

っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て
回
収

に
伺
い
ま
す
の
で
、
下
記
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
」
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
お
届
け
す
る

電
話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の

変
更
に
つ
き
ま
し
て
も
、
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―

506
―

３
０
９

〜
実
技
講
座
〜

凧
づ
く
り

○
日
時　

12
月
13
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

す
る
年
金
の
種
類
、
口
数
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。
年
金
の
種

類
は
、
終
身
年
金
を
基
本
に
自

由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
毎
月
の
掛
金
は
、
全
額
「
社

会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
受
取
る
年
金
も
、
公

的
年
金
等
の
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
―

65
―

４
１
９
２

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で

は
、
12
月
中
に
順
次
、
新
し
い

電
話
帳
（
平
成
21
年
１
月
発
行
）

を
各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電

話
帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業

や
農
業
な
ど
の
方
が
加
入
す
る

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
制
度

で
す
。

○
福
島
県
国
民
年
金
基
金
に
は
、

福
島
県
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か

ら
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

・
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
や
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
の
方

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を

免
除
（
一
部
免
除
、
学
生
納
付

特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予
な
ど

を
含
む
）
さ
れ
て
い
る
方

・
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方

○
毎
月
の
掛
金
額
や
将
来
の
年

金
額
は
、
年
齢
、
性
別
、
加
入

案
内
案
内

総務課
５３－２１１１

行政推進室
５３－２４０９

住民生活課
５３－２１１２

税務課
５３－２１１３

建設水道課
５３－２１１４

土地販売促進課
５３－２２３８

産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１

議会事務局
５３－２４９９

保健福祉課
５４－１３３３

学校教育課
５４－１５３３

中央公民館
５３－２２５８

生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

相
談
相
談

相
談
相
談

案
内
案
内

催
し
催
し
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★★中央公民館からのお知らせ★★

もうすぐクリスマス。わくわくドキドキのクリスマス会に参加して、お
友達と一緒に楽しく遊ぼう!!サンタさんから小さなちいさな
プレゼントがもらえるよ。

Marry Christmass!!Marry Christmass!!
 クリスマ

スこども会 クリスマ
スこども会

問い合わせ先：泉崎村中央公民館（☎５３－２２５８）

日　時　　12月13日㈯　午前10:00～正午
場　所　　泉崎村中央公民館（大研修室）
内　容　　語　り　「なぞなぞ遊び」他　　　　　出演 : いずみざき語りの会

　　　　　人形劇　「いたずら好きのオオカミ」　 出演 : 劇団ボロボロ

　　　　　吹奏楽　「クリスマスソング」　　　　 出演：スプリングウインド・アンサンブル

持ち物　　うわばき

対　象　　幼稚園児から小学４年生まで

無 料

ク　ラ　ブ

　去る１０月４日（土）、公民館事業「こども体験クラブ」の
小学生と共に、調理実習を行いました。
　昨年「わが家の愛あるアイディア料理コンクール」に出品さ
れた、本柳波穂さんの「根菜たっぷりミネストローネ」と泉崎
中学校かぼちゃクラブの生徒さんと高縁美幸先生に「かぼちゃ
蒸しパンを教えていただきました。あわせて「ニンジン蒸しパ
ン」も実習しました。
　ミネストローネは、野菜嫌いの子供達にも大好評で、あっと
いう間にナベが空になっていました。かぼちゃ蒸しパンも素材
の味が良く出ていて大変おいしくいただきました。
（かぼちゃは中学生が栽培したものです）
　野菜の切り方、味つけ等を体験しながら、食べることの大切
さも学んでいただけたと思っています。

※今回調理実習した「根菜たっぷりミネストローネ」は、11
月 12 日の学校給食の献立にもとり入れていただき、大変好評
でした。

キッズクラブ　泉川　緑
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あなたの大切な人に食べて欲しい
料理コンクール

　１１月２日（日）、産業収穫祭の開会式会場において、「あなたの大切な人に食べて欲しい料理コンクール」
の表彰式が開催されました。
　今回は小学生から一般の方まで、４３件の応募がありました。厳正な審査の結果、下記の方が入賞されまし
た。おめでとうございます。入賞された作品は、今後もいずみざき広報誌に掲載していく予定になっています。
又、料理コンクールの総評を、審査委員長の中村絵美さんよりいただきました。

総　　評
　今年度、初めて審査員として参加させて頂きました。今回のコンクールのテーマである「あなたの大切な人
に食べて欲しい料理」に相応しい、愛情のこもった作品が勢揃いし、審査するにあたっては大変頭を悩ませま
した。
　地産地消の良さが注目されている中、村内でとれた新鮮な野菜やそば粉、はと麦、ルバーブなど、身近な食
材である地場産物を活用した料理の数々には、創意工夫と郷土愛を感じました。現在、学校給食センターでも
地場産物の利用を行っていますが、数百人規模の集団給食の調理となると様々な制限があります。出品作品に
寄せられたアイデアから、学校給食にも利用できるものはないかと、審査中に思案をめぐらせたりもしました。
　最後に、小学生からベテランの技が光る一般の方々まで、幅広い年齢層の皆様から出品があったことを、と
ても嬉しく感じています。今後も、村内の学校栄養士として、食育推進活動をお手伝いさせていただければと
思います。

泉崎村学校給食センター栄養士　　中村　絵美

＜あなたの大切な人に食べて欲しい料理コンクール入賞者＞
賞　　名 応募作品名 氏　　名

最 優 秀 賞 残り野菜でそば粉のキッシュ コルバート里美
村 長 賞 おやさいたっぷりはとむぎピラフ 矢内裕子

教 育 長 賞 かぼちゃ　あずきパイ
溝口和輝、鈴木仁、野崎和樹、小針智恵里、
高縁美幸（泉崎中学校）

食 生 活 改 善 推
進 員 会 長 賞

とろーりポテトグラタン 西垣美喜子・賢治

弁 当 賞 弁　当 星裕子

白 河 農 業 協 同 組 合
泉 崎 支 所 長 賞

カボチャのポットシチュー
北澤琴音、菊地さやか、藤田佳菜子、瀧
川彩季（泉崎二小）

泉 崎 村 商 工 会 長 賞 ガーリックライスピザ・ハートちゃん 金澤秀敏・琢郎

（敬称略）
　　　広報
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＜最優秀賞＞ 　コルバート里美さん

残り野菜でそば粉のキッシュ　

材料（４人分）

☆作り方☆
①生地の材料を混ぜ、こねる。棒で伸ばし型に敷き、空焼きする。
②具材を切って炒めて、塩・こしょうで味付け（野菜は何でもＯＫです）。
③卵を溶いて、生クリーム、牛乳を加え、塩・こしょうで味を付ける。
④生地に具材を入れ、③を流し込んで、トマト、チーズをのせ１５～２０分位焼く。
＜コメント＞
主人がセリアック病のため、グルテンを含んでいる食物、食品を摂取する事ができ
ません。主人も食べられる様に、小麦粉のかわりにそば粉を使った生地を考えまし
た。また、子供達もキッシュにすると野菜を沢山食べてくれるのでこの料理にしま
した。

「あなたの大切な人に食べて欲しい料理コンクール」レシピ①

☆生地（タルト型２２ｃｍ２台分くらい）
　　そば粉（泉崎村産）２５０ｇ、山芋７０ｇくらい、
　　オリーブオイル５０ｃｃ、塩１つまみ、ぬるま湯５０ｃｃ
☆具（冷蔵庫の残り物何でもＯＫ）
　　ベーコン３～４枚、玉ねぎ 1/2、プチトマト、かぼちゃ、しめじなど
☆卵液
　　生クリーム１００ｃｃ、牛乳１００ｃｃ、卵２個、塩・こしょう、チーズ
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　９月２４日（水）に「結
ゆい

」協定を結んだ南会津町より、リフト１日券をいただきました。
　そこで、泉崎村民および泉崎村内へ勤務されている方を対象に、抽選で３０名の方へプレゼントいたします。リフト券
をご希望の方は、別紙の応募用紙に必要事項を記入し、泉崎村役場行政推進室までお寄せください。
◇応募方法：郵便、ＦＡＸ、Ｅ－ｍａｉｌ、役場持ち込み
　　　　　　＊E-Mail 等でお申込みの場合は、応募用紙同様の内容を明示してください。
◇応募期間：１２月１日（月）～１２月１９日（金）
　　　　　　（郵便の場合は１９日到着分まで、それ以外は１９日午後５時到着分まで）
◇応 募 先：泉崎村役場行政推進室　〒 969-0101　泉崎村大字泉崎字新宿２
　　　　　　ＴＥＬ：０２４８－５３－２４０９　　ＦＡＸ：０２４８－５３－２９５８
　　　　　　E-mail：gyousei@vill.izumizaki.fukushima.jp
注１）当選者の方にはリフト券利用後、簡単なアンケートに答えていただきます。
注２）利用できるスキー場は、高畑スキー場、たかつえスキー場、南郷スキー場、だいくらスキー場の会津高原４スキー場の中から
　　　お好きなスキー場でご利用いただけます。
注３）リフト券有効期限：２００８年１２月～２００９年４月（シーズン中）
注４）当選者は、１月号広報誌へお名前を掲載いたします。

福
島
県
泉
崎
村
産
「
夢
の
香
」
使
用

純
米
吟
醸
酒

1800㎖生原酒
2,730円（税込）

1800㎖瓶火入
2,680円（税込）

720㎖瓶火入
1,340円（税込）

木
野
内
商
店
（
泉
崎
村
関
和
久
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
四
二
九

小
林
清
次
郎
商
店
（
泉
崎
村
太
田
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
三
六
三
二

西
槇
商
店
（
泉
崎
村
泉
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
五
二
一

星
巌
商
店
（
泉
崎
村
踏
瀬
）
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五
三
―
二
八
一
六

サ
ン
マ
ー
ト
泉
崎
店
（
泉
崎
村
関
和
久
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
二
二
八

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
矢
吹
イ
ン
タ
ー
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
崎
村
踏
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
五
七
一
一

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
泉
崎
店
（
泉
崎
村
泉
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
二
一
六

セ
ー
ブ
オ
ン
泉
崎
夏
針
店
（
泉
崎
村
泉
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
五
六
六
六

ハ
ロ
ー
シ
ョ
ッ
プ
菊
地
酒
店
（
泉
崎
村
泉
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
〇
〇
八

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
泉
崎
関
和
久
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
崎
村
関
和
久
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
四
―
一
三
〇
一

菊
多
商
店
（
泉
崎
村
北
平
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
二
二
三

小
林
久
男
商
店
（
泉
崎
村
太
田
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
五
三
―
二
八
一
七

大
木
代
吉
本
店
（
矢
吹
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
四
二
―
二
一
六
一

　福島県オリジナル酒造好適米「夢の香」を使用し、那須連邦の豊かな
自然が育んだ名水で醸造したとてもフルーティな純米吟醸酒です。
　泉崎村の“地酒”を是非一度味わって下さい。

醸 造 元：大木代吉本店（矢吹町）
原 料 米：夢の香
精白歩合：60％
日本酒度：＋1．0
アルコール分：16度以上 18度未満
※生原酒は加熱処理をしておりません

純
米
吟
醸
酒「
愛
郷
の
輝
き
」取
扱
店

  

「
愛
郷
の
輝
き
」の
ご
予
約
・
ご
購
入

に
つ
い
て
は
、各
取
扱
い
店
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

11
月
29
日
販
売
決
定
!

ぜ
ひ
ご
購
入
下
さ
い
。
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地　区

診療日

白　　河　　地　　区
矢　吹　地　区 歯　　　　科

小　児　科 内　　　科
12月７日㈰ 関 医 院 吉 田 外 科 医 院 小 針 医 院 ク リ ニ ッ ク お お ま ち
14日㈰ 関 根 医 院 わたなべ内科医院 渡 部 病 院 芳 賀 医 院 歯 科 室
21日㈰ 樋口小児クリニック ありがクリニック 会 田 病 院 早 坂 歯 科 医 院
23日㈫ みうら小児クリニック いがらし内科クリニック おおほりクリニック は や し 歯 科 医 院
28日㈰ わたなべ子どもクリニック 宇 都宮クリニック きたむら整形外科 古 市 歯 科 ク リ ニ ッ ク
31日㈬ 白河厚生総合病院 新 白 河 中 央 病 院 会 田 病 院 ほ ず み 歯 科 医 院

１月１日㈭ 白河厚生総合病院 新 白 河 中 央 病 院 会 田 病 院 ま る や ま 歯 科 医 院
２日㈮ 白河厚生総合病院 新 白 河 中 央 病 院 会 田 病 院 水 野 谷 歯 科 医 院
３日㈯ 白河厚生総合病院 新 白 河 中 央 病 院 会 田 病 院 三 森 歯 科 医 院
４日㈰ おかざきクリニック 大 高 整 形 外 科 県 立 矢 吹 病 院 本 柳 歯 科 医 院
11日㈰ 岡﨑小児科内科医院 大 高 内 科 胃 腸 科 小 針 医 院 山 本 歯 科 医 院
12日㈪ 関 医 院 片 倉 ク リ ニ ッ ク 渡 部 病 院 よ し な り 歯 科 医 院
18日㈰ 関 根 医 院 かねこクリニック 会 田 病 院 白 河 歯 科 ク リ ニ ッ ク
25日㈰ 樋口小児クリニック クリニックおおまち おおほりクリニック 和 田 歯 科 医 院

※休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせてください。
　しらかわ救急情報センター 　☎２３－９９０９

休 日 救 急 当 番 医 表

月 火 水 木 金 土 備考

午前

成　澤 成　澤 成　澤 成　澤 原　田 原田 /成澤

長谷川 今　西
福島県立医大
（第一外科）

南東北眼科
クリニック
（眼科）

高瀬 /佐藤
（隔週）

菅　野                 
[ 胃カメラ ]

※理学療法
[ 外来 ]

※理学療法
[ 外来 ]

※理学療法
[ 外来 ]

―
※理学療法
[ 外来 ]

※理学療法
[ 外来 ]

午後

成　澤
福島県立医大
（第一外科）

原　田 休　診

長谷川 今　西
南東北眼科
クリニック
（眼科）

休　診

菅野 [ 往診 ]
菅　野                 

[ ケアハウス ]
【予防接種】　
要予約＊

休　診
＊三種混合，
麻しん等

◇泉崎村立病院　外来診療体制のお知らせ 平成20年12月現在

成　澤：内科・外科・胃腸科　　　　　　　　原   田：内科・外科・胃腸科（前藤田公立総合病院）
長谷川：形成外科・内科（福島県立医大）　　佐　藤：心臓血管外科（福島県立医大）
今　西：形成外科・内科（福島県立医大）　　高　瀬：心臓血管外科（福島県立医大）
菅　野：内科・胃腸科　　　　　　　　　　 長谷川：外科・内科・胃腸科（福島県立医大）
小　林：眼科（南東北眼科クリニック）       
◎眼科の外来診療 ( 毎週月曜日の午前と金曜日の午後 ) を実施しています。     
　12月１日（月）、12月８日（月）、12月15日（月）、12月22日（月）の午前９：00～11：30
　12月５日（金）、12月12日（金）、12月19日（金）、12月26日（金）の午後１：30～４：30     
※外来の理学療法（リハビリ、機能訓練）を実施しています。
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リ
レ
ー
ト
ー
ク

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
が
泉
崎
に
生
ま
れ
て
約
25
年
。

大
学
時
代
の
四
年
間
と
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
の
二
年
間
は
、

県
外
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
泉
崎
に
戻
っ
て
来
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
、
地
元
は
本
当

に
最
高
で
す
！
食
べ
物
や
空
気

も
美
味
し
い
し
、
人
も
親
切
。

景
色
も
や
は
り
落
ち
着
き
ま
す
。

体
が
覚
え
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
私
は
、
ギ
タ
ー
を
弾

く
の
と
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
ツ
ー

リ
ン
グ
に
行
く
の
が
趣
味
で
す
。

福
島
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外

に
も
行
き
ま
す
。
泉
崎
か
ら
の

日
帰
り
圏
内
に
風
光
明
媚
な
ス

ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
ポ
イ
ン
ト
が

多
い
の
で
、
オ
ー
ト
バ
イ
好
き

に
取
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
環
境

で
す
。
他
に
も
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

や
モ
ト
ク
ロ
ス
等
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
怪
我
に
注
意
し
て
こ

れ
か
ら
も
オ
ー
ト
バ
イ
ラ
イ
フ

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
は
、
村
の
消
防
団

に
も
入
団
し
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
泉
崎
の
発
展
に

貢
献
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
る
次

第
で
す
。

（
次
回
は
、
佐
藤
寛
子
さ
ん
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
） 菊地　正浩

（堂ノ下）

95

〒969―0101　泉崎村大字泉崎字新宿2

泉 崎 村 総 務 課
TEL 0248―53―2111　FAX 0248―53―2958
ホームページアドレス
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
E-mail soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

　
　

泉
崎
俳
句
会

満
願
の
色
と
な
り
た
る
紅
葉
か
な　
　
　
　
　
　

く　

に

道
草
の
あ
の
実
こ
の
実
に
冬
ち
か
し　
　
　
　
　

多　

美

色
の
な
き
野
面
白
鳥
か
が
や
け
り　
　
　
　
　
　

慶　

奈

身
の
引
き
締
ま
る
谷
の
深
さ
や
竹
の
春　
　
　
　

タ
カ
子

絵
馬
掛
け
て
願
ふ
合
格
寒
の
晴　
　
　
　
　
　
　

潤　

子

白
鳥
の
留
守
を
伺
ふ
詩
人
の
眼　
　
　
　
　
　
　

輝　

男

こ
こ
ろ
や
の
椅
子
に
く
つ
ろ
ぐ
日
短
か　
　
　
　

ま
つ
え

髭
立
て
て
あ
る
じ
顔
な
る
秋
の
猫　
　
　
　
　
　

仁　

子

盆
栽
の
山
茶
花
二
タ
つ
咲
き
に
け
り　
　
　
　
　

鈴
木
甲

曇
天
を
落
と
し
冬
め
く
堰
の
音　
　
　
　
　
　
　

直　

子

鑑
賞
句

冬
波
や
鴨
に
か
そ
け
き
母
の
こ
ゑ　
　
　
　
　

鍵
和
田

子

　
　

鴨
の
声
を
詠
ん
だ
句
に
有
名
な
芭
蕉
の
句
が
あ
り
ま
す

が
一
般
的
に
鴨
の
鳴
き
声
は
美
し
い
と
は
言
え
な
い
鳴
き
声

で
す
。
で
も
俳
句
に
仕
立
て
る
に
は
作
者
の
感
じ
方
に
よ
っ

て
美
し
く
も
か
そ
け
く
も
な
る
の
で
す
。

掲
句
は
夕
暮
れ
近
く
な
っ
て
い
く
ら
か
波
の
立
っ
て
き
た
水

面
の
親
子
鴨
を
見
て
い
た
と
き
、
い
つ
も
の
ぐ
わ
っ
ぐ
わ
っ

と
鳴
く
声
が
子
を
優
し
く
呼
ぶ
母
の
つ
ぶ
や
き
の
よ
う
に
聞

こ
え
た
の
で
し
ょ
う
。

母
恋
の
句
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
直
子

はっぴいばあすでい　…１才になりました…

みんなの広場

深澤　香
か

琳
りん
ちゃん岡部修

しゅうたろう

太郎くん清水　獅
し

恩
おん
くん長榮　唯

ゆい

華
か
ちゃん本柳　玲

れ

菜
な
ちゃん

みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意
見や、要望、日常生活での出来事などをお寄せ
ください。写真やイラスト、絵画などの作品も
募集しています。ただし、中傷や営利目的のも
のはご遠慮ください。また、紙面の関係で掲載
できないこともあります。匿名希望、ペンネー
ムでも結構ですが、必ず住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

村 内 農 家 の 皆 様 へ

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ21.１.31
●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ21.１.31
●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ21.１.31
●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。

●年間利用券、回数券との
併用はできません。

●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon12 12 12

　泉崎村病害虫防除推進協議会では、このたび臨時総会を開催し、来年度からの航空防除事業は下記のとお
り実施することになりましたので、お知らせしますと共にご了承いただくようお願いいたします。

記
１　有人ヘリコプターによる航空防除を廃止し、無人ヘリコプター（ラジコンヘリ）で実施する。
２　航空防除実施希望調査、作業料金等については、後日お知らせします。　

泉崎村病害虫防除推進協議会

　

お
子
さ
ま
名　

父
母
名

鈴
木　

瑛あ
き
らく
ん

　
　
　

碧あ
お
いく
ん

　
　

和
仁
さ
ん
・
裕
子
さ
ん

笠
原　

亜あ

瑚こ

ち
ゃ
ん

　
　
　

里り

瑚こ

ち
ゃ
ん

　
　

翼
さ
ん
・
麻
梨
奈
さ
ん

井
上　

心こ
こ

望み

ち
ゃ
ん

　
　

康
夫
さ
ん
・
由
加
理
さ
ん

穂
積　
　

啓
さ
ん　
　

79
才

佐
藤　

ハ
ツ
さ
ん　
　

96
才

星　
　

雅
輝
さ
ん　
　

73
才

有
賀
喜
一
良
さ
ん　
　

73
才

お
め
で
た

お
く
や
み

農村下水道に加入して快適な生活環境を!
　泉崎村の農村下水道（農業集落排水処理施設）が平成18年４月現在で7施設が供用開始となっております。
つきましては、各家庭の接続工事を進められまして、一日も早くご利用くださるようお願いいたします。

加入手続きは？ 工事費はかかるの？

使用料は？

加　入　者

指定業者

村　役　場

指定業者

加　入　者

・下水工事指定業者の選定

・指定業者工事承認申請書提出
・排水設備新設計画承認申請書提出

・申請書の内容を調査し受付
・計画承認書を業者に送付

・工事着工届提出
・工事竣工届提出

・排水施設使用開始届提出　　　　　
→使用開始

図２のように各家庭の台所、風呂、トイレ等から公共
桝までの接続配管工事費用は、個人負担となります。

図２　一般住宅配管標準図
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１ヶ月当り、世帯割が２, １００円＋人数割３２０円
（例）４人家族の１ヶ月の使用料、２, １００円＋３２０円×４人で３, ３８０円となります。

問い合わせ先　建設水道課　　電話５３－２１１４直通
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○年末休館日（29日～31日）
○預かり保育年末休園（29日～
31日）
○年末休所（29日～31日）
休肝日

30
㈫ 燃えるごみの日

31
㈬

1/11/1
㈭㈭

元旦
○年始休館日（１日～５日）
○年始休所（１日～５日）
○預かり保育年始休園（１日～
５日）
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33
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44
㈰㈰ ○消防団出初め式

5
㈪ 役場御用始め
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○保育始め
○受け入れ開始
○預かり保育受け入れ開始
燃えるごみの日

7
㈬

○子ども新年会
資源ごみの日
粗大ごみの個別収集日

8
㈭ ○○○第３学期始業式

9
㈮

○新入園児親子面接会
休肝日
燃えるごみの日
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心配ごと相談・行政相談所開設
保健福祉総合センター　午前
１０時～正午

1313
㈯㈯

○心配ごと相談・行政相談所開設
保健福祉総合センター　午前10
時～正午
○クリスマス子ども会

1414
㈰㈰
15
㈪

16
㈫

○１歳６か月児健診　保健福祉
総合センター　午後１時～１時
30分
○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

17
㈬ 資源ごみの日

18
㈭ ○なかよしクラブ

19
㈮

○成人学級
○第２学期終業式
○クリスマス会
燃えるごみの日
燃えないごみの日

2020
㈯㈯

○クリスマスお楽しみ会
○親子教室
○土曜登録児受け入れ

2121
㈰㈰
22
㈪

○早朝受け入れ（22日～１月14
日）
○○○第２学期終業式

2323
㈫㈫ 天皇誕生日

24
㈬ 資源ごみの日

25
㈭

介護保険料第６期、国民健康保
険税第６期、村県民税第４期、
後期高齢者医療保険料第５期納
期限

26
㈮

役場御用納め
水道料金第５期納入期限・村営
住宅使用料12月分納入期限
○保育納め（平常保育）
燃えるごみの日
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「広報いずみざき」は再生紙を使用しています。

■今月の納期　12月25日まで　•介護保険料第６期•国民健康保険税第６期•村県民税第４期
　　　　　　　　　　　　　　•後期高齢者医療保険料第５期納期限
　　　　　　　12月26日まで　•水道料金第５期納入期限•村営住宅使用料12月分納入期限 

　　　　　　　　 人　口　　　　人　口　　   合　計　      世帯数
（10月１日現在）男  3,271人　　女  3,480人　　6,751人　　　1,961戸
（11月１日現在）男  3,267人　　女  3,478人　　6,745人　　　1,961戸

　：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館

　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：さつき公園　　：村立病院　　：弓道場　　：ソフト球場
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12月の行事12月の行事
１
㈪

介護保険料第５期、国民健康保
険税第５期、固定資産税第３期、
集落排水使用料第４期、村営住
宅使用料１１月分、後期高齢者
医療保険料第４期納期限
○個別懇談（１日～５日）
○環境安全点検日（職員）

２
㈫

○３・４か月児、９・10か月児健
診保健福祉総合センター　午後
１時～１時30分
○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

３
㈬ 資源ごみの日

４
㈭ ○英会話講座

５
㈮

燃えるごみの日
燃えないごみの日

６６
㈯㈯

○よいこの発表会
○こども体験くらぶ
○土曜登録児受け入れ

７７
㈰㈰

８
㈪

○繰替休業日
○幼稚園児振替休業日朝から受
け入れ

９
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○なかよしクラブ自由参加日
休肝日
燃えるごみの日

10
㈬

資源ごみの日
粗大ごみの個別収集日

11
㈭

○６・７か月児健康相談　保健福
祉総合センター　午前９時30分
～10時
○英会話講座

12
㈮

○クリスマス会
○授業参観
燃えるごみの日
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